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我々の研究室はWFCT（広視野冷却望遠鏡）という観測装置を開発した。この望遠鏡の光学系は有効径 220mm、
Ｆ５のリッチ-クレチアン、検出器は 5µm帯まで感度を持つ InSb検出器（256× 256）、フィルターは J(1.25µm)、
K(2.20µm)、UIR(3.30µm)、Ln(3.67µm)、L′(3.77µm)、を搭載している。これらの装置をすべてクライオスタッ
ト内に入れて冷却し装置からのバックグラウンドを抑えることによって、3∼5µm帯の広がった天体の高感度撮像
観測を 0.4平方度という広視野（角度分解能は 5”.6）で可能にしている。
現在、この望遠鏡は架台が無いため観測不可能である。WFCTの威力を最大限生かすためにも観測適地に持っ
て行きその場で組み立て観測を行うことの出来る可搬型専用架台の開発が必要であった。

そこで、１.任意の場所（緯度）で、２.短期間で再現性良く組み上げることが出来ること、を目指したWFCT
専用架台の開発を行った。架台の様式は赤道儀とし、駆動部分にはフリクション駆動機構を採用した。
性能評価を名古屋大学理学部の屋上において、赤道儀の組み立て、及び仮の望遠鏡を用いたトラッキング精度
の測定で行った。その結果、１人が半日で梱包状態から組み上げられる平易さながら、極軸を 15’の精度で合わ
せることができ、追尾精度は１”（RMS 60秒間）を達成した。

今後、WFCT本体を同架した試験を行い、チリのアタカマまたはハワイなどに持っていき観測を行う予定で
ある。


